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米
原
市
は
滋
賀
県
の
東
北
部
に
位
置

し
、
県
内
最
高
峰
の
伊
吹
山
（
標
高
１

３
７
７
ｍ
）
や
鈴
鹿
山
脈
北
端
の
霊り

ょ
う

仙
山

ぜ

ん

ざ

ん

（
標
高
１
０
９
６
ｍ
）
を
は
じ
め

と
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
、
総
面
積
の
約

63
％
を
占
め
る
森
林
に
蓄
え
ら
れ
た
水

が
、
一
級
河
川
の
姉
川
（
全
長
約
31
㎞
、

約
３
６
７

２

㎞
で
県
内
最
大
の
流
域
面

積
）
や
天
野
川
（
全
長
19
㎞
、
流
域
面

積
約
１
１
１

２

㎞
）
と
な
っ
て
市
内
を
流

れ
、
琵
琶
湖
へ
と
注
い
で
い
ま
す
。
山

地
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
小

さ
な
山
地
の
間
に
は
盆
地
が
点
在
し
、

河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
や

段
丘
、
湖
岸
に
は
三
角
州
が
広
が
る
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
地
形
で
す
。

伊
吹
山
と
そ
の
山
麓
付
近
、
霊
仙
山

の
地
質
は
主
に
石
灰
岩
で
、
雨
水
が
浸

透
し
や
す
く
、
清
浄
で
豊
か
な
湧
水
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
山
々

か
ら
湧
出
す
る
水
は
硬
度
１
０
０
㎎
／

}
前
後
の
中
硬
水
で
、
軟
水
が
多
い
日

本
に
あ
っ
て
硬
水
地
帯
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
市
の
北
部
地
域
は
豪
雪
地
帯

で
す
が
、
冬
で
も
気
温
が
プ
ラ
ス
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
融
雪
水
は
渇
水

期
の
水
資
源
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
湖
北
地
域
で
は
、
梅

雨
、
台
風
に
加
え
、
冬
の
雪
で
年
３
回

の
降
水
期
が
あ
り
、
年
間
降
水
量
は
県

南
部
の
１
・
７
倍
で
す
。
一
方
で
年
間

蒸
発
散
量
は
南
部
よ
り
少
な
く
、
水
質

も
南
部
と
比
較
し
て
窒
素
、
リ
ン
な
ど

が
少
な
い
米
原
の
河
川
は
、
水
量
が
豊

か
で
、
琵
琶
湖
へ
の
良
質
な
水
の
供
給

源
と
い
え
ま
す
。

まいばらの水
イメージキャラクター　

スイナちゃん

▲ 上空からの伊吹山と山麓地域

▲ 天野川河口付近

水
を
育
む

地
形
や
地
質

〜
番
外
編
①
〜
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お
問
い
合
わ
せ
　

県
北
部
流
域
下
水
道
事
務
所
　

東
北
部
担
当

1
０
７
４
９
ー
２
６
ー
６
６
３
４

深
い
山
々
が
育
ん
だ
米
原
の
美
し
い
湧
き
水
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
未
来
に
伝
え

た
い
”ま
い
ば
ら
の
水
“」
に
選
ば
れ
た
12
か
所
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
月
か
ら
は
番
外
編
と
し
て
、
地
域
と
水
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お
届
け
し
ま
す
。

夏
休
み

自
由
研
究
講
座

夏
休
み

自
由
研
究
講
座

夏
休
み

自
由
研
究
講
座

受講生募集！
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
が
ど
の
よ
う

に
き
れ
い
に
な
る
の
か
を
親
子
で
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。

①
ビ
デ
オ
と
パ
ネ
ル
に
よ
る
下
水

処
理
の
説
明

②
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
の
見
学

③
水
質
試
験
体
験

（
流
入
水
と
放
流
水
の
比
較
）

④
顕
微
鏡
で
水
を
き
れ
い
に
す
る

微
生
物
の
観
察

日
時
▼
８
月
５
日
（
火
）
・
６
日
（
水
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

＊
ど
ち
ら
か
一
日
（
各
日
同
じ
内
容
）

場
所
▼
東
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
彦
根
市
松
原
町
１
５
５
０
）

対
象
▼
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）
と

そ
の
家
族

各
日
10
組
程
度
（
先
着
順
）

費
用
▼
無
料

申
込
▼
左
記
へ
電
話
に
て

（
受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
17
時)


